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☆ＪＡＭ・Ｐ愛知とはＪＡＭ東海(愛知)に集まる

次世代の労働組合を担う青年男女組合員育成を目的とした協議会の名称です。

Ｊ Ａ Ｍ 東 海

リフレッシュスクールを開催します！

毎年多くの青年組合員に参加して頂いている「JAM・P愛知2019リフレッシュスクール」の開催日が決定
しました！社外の方々とたくさん交流できるイベントです！

開催日：2019年9月6日（金）～7日（土）
場所 ：岐阜県 高山市 清見里人学校
内容 ：1日目 異業種製造現場の見学と野外活動

：2日目 体験学習・伝統文化交流
●概要● ※現在、施設と調整中のため内容が変わる場合がございます。ご了承ください。
１：異業種製造現場の見学

私たちＪＡＭだと味わえない「食品製造工程」を見学して食品製造にしかない
苦労や大変さ知って、我々の製造現場との違いを学ぶことを目的にしています。
見学場所(案)：板蔵ラーメン本店

２：野外活動
高山市の自然の中で交流を深める活動を行う予定です。
参加者全員でのチームスポーツや食事作り、交流会を企画しています。

３：体験学習
『健康増進活動＆伝統文化の体験』をテーマで体験学習を行う予定です。
候補：ヨガ、郡上踊り、食品サンプル作りなどなど・・・

参加募集は今後地区協会議を通じて行います。詳細は、所属労働組合までお問い合わせ下さい。

たくさんの皆様の
ご参加をお待ちしております！

報告者:

JAM・P愛知リフレッシュスクール担当常任委員

妻鳥 光弘(三洲電線労組)

大河内 隆夫(クロダイト工業労組)

野田 大空(村田機械労組)

昨年のリフレッシュスクールの様子

過去のリフレッシュスクールの様子

プルタブ回収報告

ＪＡＭ愛知青年協議会では、ＪＡＭが推進するボランティア活動の一つとしてハートエイド２１活動を行っています。

ハートエイド２１という名前には、「ボランティアをする・されるといった垣根をなくした双方向ボランティアを理念とし、

活動にたずさわった人すべての心が救われるような活動が展開される２１世紀にしたい」という意味がこめられています。

具体的な活動内容として、募金活動やプルタブ回収に取り組んでおり、これまでは募金やプルタブを換金したお金で

車椅子を購入して、施設へ寄贈する活動を行ってきました。

プルタブ回収について２０１９年３月における回収状況を下表にて報告します。（単組毎に回収日時が異なり、現時点で

回収できていない単組においては記載しておりません。）

皆様の単組におかれましても、今後も引き続きご協力の程宜しくお願い致します。

組合名 重量（ｇ） 組合名 重量（ｇ） 組合名 重量（ｇ） 組合名 重量（ｇ）
ＫＹＢ 5,450 ＣＫＤ 6,950 ＴＤＥＣ 2,200 丸茂工業 5,150

ＫＶＫ 13,050 ダイキン工業 1,800 オークマ 19,150 旭テックメタル 1,700

関ケ原製作所 350 トヨシマ電機 950 村田機械犬山 46,300 オーエスジー 58,100

愛知時計電機 82,150
ファインシンター

春日井
4,700 三洲電線 200 日本車輌名古屋 15,400

旭精機工業 7,850 豊和工業 6,600 橋本電機工業 4,200 ダイベア 12,400

単組報告
合計重量

294,650
実質

合計重量
270,000 換金額 ¥29,160



スプリングセミナー報告

ボランティア活動予定紹介

2019年４月２０日（土）に名古屋市ワークライフプラザ・れあろにてスプリングセミナーを開催し
ました。

今回のセミナーでは「スマホ依存の恐怖を知り使い方を今一度考え直そう」をテーマに掲げ、今後の
健康被害や悲しい事故などスマホによる被害が起きないようスマホ所有率の高い我々、若年層が向き合
い方を改め考え直すことを目的として開催しました。
講師として２０１６年１０月にながらスマホ運転によって事故で息子さんを亡くされた愛知県立一宮東
特別支援学校の則武崇智（たかとし）様よりご講演いただきました。
則武様の息子さんの敬太（けいた）くんが身に着けていたランドセルや事故でつぶれた水筒、敬太君の
遺影などを見せていただきながら交通事故当日の朝から事故後のご家族の心境まで交通事故被害者の生
の声を聞かせて頂くことができました。ながらスマホ運転による交通事故の恐怖や影響の大きさを知り、
悲しい事故を絶対に風化させてはいけないと強く感じさせられました

講演後にはスマホ依存による「身体への影響」「精神への影響」をお題に出し、どのような影響が出
るのかグループディスカッションをして、その後１分間の発表を行いました。また発表後には担当常任
委員よりスマホ依存による影響の一覧を紹介させて頂きました。スマホとの付き合い方を考える良い時
間になったと思います。

今後もスプリングセミナーの目的である「現代社会に役立つ問題を学習し知識の向上を図る」に繋が
る企画を立案し、開催しますのでみなさんのご参加を心よりお待ちしております。

報告者：JAM・P愛知スプリングセミナー担当常任委員

柴田 剛宏(豊和工業労組)・河合 聖弥(メイラ連合労組)

グループディスカッションの様子

JAM・P愛知で毎年行っているボランティア活動の開催日が決定いたしました！

今回のボランティア活動は、豊橋中央高等学校とのコラボ企画を行います。

講演の様子 全体集合写真

日時：7月27日（土）
場所：午前の部：表浜海岸

午後の部：国民休暇村 伊良湖
内容：午前の部：リアカーボランティア

午後の部：交流会

概要
①リアカーボランティア

豊橋中央高等学校のボランティア活動の
主力企画です。
リアカーを引きながら海岸清掃を行い、
拾ったごみはリアカーに積みます。

②交流会
地元で収穫した野菜を使用し、PTAの方に
カレーを調理してもらい、調理したカレーを
食べながら高校生たちと交流します。

今回、初の試みとして、一般組合員の方々にもご協力頂こうと考えております。

ボランティア活動に興味のある方は、参加してみてはいかがでしょうか？
高校生と一緒に我らの愛知県を綺麗にしていきましょう！

報告者：JAM・P愛知ボランティア担当常任委員

伊藤 智弥(名古屋電機工業労組)・高島 悠里(旭精機工業労組)

●コラボ企画の経緯
ボランティア企画は前年まで、児童養護施設の
子供たちと行っておりましたが、企画がマンネリ化
していると感じておりました。JAM・P愛知の

「変化の年」の方針で思い切ってコラボ企画を
開催することに決定しました。





美化活動だけではないリアカーボランティアの目的

ユネスコスクールとして
SDGs 17GOAL（持続可能な開発）の項目を達成する。

：関係項目


